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研究成果の概要（和文）： 

近年、衣服の着用に関する公共マナーや社会性が乱れつつあるといわれており、衣服を通して
人を育てる「服育」に注目が集まっている。本研究は、中学生・高校生・大学生の「着装規範
意識と着装に関わる教育経験」、「衣服と着用場面の適合性評価」、「衣服と着用場面の適合性評
価時に抱く感情」を明らかにし、服育に利用可能な客観的評価に基づく教育ツールを作成した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
In recent years, the public manner and social nature about the wearing of clothes are 
disturbed. In addition, attention gathers in "FUKUIKU" raising a person through clothes. 
A purpose of this study is to clarify "awareness of clothing norm and the education 
experience", "the compatibility evaluation of clothes and the wearing scene", and 
"feelings when they evaluated compatibility" in a junior high student, a high school 
student, and the university student. I made the education tool based on an objective 
evaluation available for “FUKUIKU”. 
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１．研究開始当初の背景 
近年、衣服を通して社会性や国際性を身につ
け、環境に対する意識を育む「服育」が話題
となっており、小学生から高校生、教員、保
護者向けのイベントや出張授業が各地で行
われている。大阪の繊維専門商社「株式会社
チクマ」では、（1）環境を考える、（2）安全

と健康を考える、（3）社会性･国際性を考え
る の三本柱で服育の紹介と促進活動を展
開している。 
そのような活動が行われる中、神奈川県の高
校入試において、服装の乱れなど非公表の基
準を理由に合格圏内の生徒を不合格にする
という問題が起きた。この問題により、その
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高校の校長、副校長、教頭は懲戒処分となっ
たことは記憶に新しい。しかし、その高校の
在校生や保護者からは、校長を処分しないよ
う求める意見が多数寄せられ、衣服の着装に
対する考え方は様々であることが示された。 
 学校や職場などのややフォーマルな場面
で着用する衣服には、校則などの着用方法に
関する規制や暗黙の社会的規範が存在し、そ
の規範に従わない場合、処罰や社会的信用の
失墜につながることがある。つまり、神奈川
県のケースについては、「学校」という場面
で「生徒」が着用する「衣服」として「ふさ
わしくない」と判断されたために社会的信用
を失墜し、「不合格」という結果になったと
推察できる。また、生徒の立場から考えると、
着用した「衣服」が「学校」という場面に「ふ
さわしくない」と認識していなかったために、
「不合格」になったと考えられる。今回のケ
ースは、制服を有する高校で起きた問題であ
るが、制服着用義務のない、いわゆる「私服
校」や大学、社会人においては、着用する衣
服の適合性判断を各自で行うため、その判断
をあやまると、着装者本人の勉学や職務に不
当な影響を及ぼす場合もあるだろう。 
これらの問題は、前掲した「服育」の中で

も「(3)社会性･国際性を考える」に該当する
が、「着こなし」や「着装衣服と着用場面の
ふさわしさ」に関する知識は、これまでに家
庭科教育等でまれに扱われることがあって
も、「食育」ほどの重みはなく、学校教育に
おいてもやや軽視されている感がある。その
ため、これまでにおける「着こなし方」や「着
装衣服と着用場面のふさわしさ」を学習する
方法としては、（1）親から子へ伝達する、（2）
周囲の反応から学習する、（3）メディア等を
参考にする、などの「伝達型」もしくは「自
主学習型」で知識を得てきたといえる。 
このように、「着こなし方」や「着装衣服

と着用場面のふさわしさ」については、各人
の主観的判断によるところが大きく、基準や
指標等は構築されていない。また、「服育」
についても、いまだ研究として取り扱われて
おらず、客観的な評価が可能な教育ツールの
開発も不十分である。さらに、衣服は様々な
メッセージを発信するノンバーバルコミュ
ニケーションツールの 1つとなるため、国際
的にも通じる「着こなし方」及び「センス」
を身につける教育が必須といえる。 
そこで本研究は、「服育」に着目し、これ

まで筆者らが行ってきた着装規範や衣・人・
場の適合性評価に関する研究を発展させ、服
育教育に利用可能な客観的評価に基づく教
育ツールの開発を目指す。そのツールの 1 つ
として、「衣服」・「着用者」・「着用場面」の
適合状態が着装者と周囲の人々に及ぼす諸
影響を明らかにし、「衣・人・場の適合性指
標」の作成を試みることにした。 

 
２．研究の目的 
本研究は 3年間の計画で実施し、各年度に

おける目標は下記に示すとおりである。 
（1）1 年目（2010）：中学生・高校生・大学
生の着装規範意識と着装に関わる教育経験 
私たちが普段生活を送る場面には、着装に

関する暗黙の規則、すなわち着装規範が存在
している。着装衣服の選択には、この着装規
範が大きく影響すると言われているが、中学
生、高校生の着装規範意識を調査した研究は
未だに尐ない。また、各場面のイメージが着
装衣服の選択に影響していることもこれま
での筆者らの研究によって明らかになって
いる。なお、着装規範意識は、これまでどの
ような着装に関わる教育を受けてきたか、す
なわち着装に関わる教育経験が影響すると
考えられる。そこで、1 年目は、中学生、高
校生、大学生の着装規範意識と着装に関わる
教育経験を明らかにし、衣服と場面の関係に
ついて検討した。 
 

（2）2 年目（2011）：中学生・高校生・大学
生による衣服と着用場面の適合性評価 
1 年目の結果をもとに、どのような衣服が

どのような場面にふさわしいのか、すなわち
中学生、高校生、大学生が「着装衣服と着用
場面のふさわしさ」をどのように捉えている
のかを明らかにするために、衣服と着用場面
の適合性評価を行った。また、衣服と着用場
面の適合性評価には、衣服のデザインと色か
ら形成されるイメージが関与すると推測で
きることから、併せて衣服のデザイン・色の
イメージについても評価を行い、適合性評価
の要因について分析した。 
 

（3）3 年目 (2012)：中学生・高校生・大学
生が衣服と着用場面の適合性評価時に抱く
感情 
服育教育に本研究の結果を応用し、生徒ら

に着装を工夫する必要性を理解させるため
にも、着用衣服と着用場面の適・不適を把握
するだけでなく、着用する衣服がその場面で
周囲の人にどのようなメッセージを発する
のか、なぜその衣服はその場面に適する、も
しくは不適であるのかを明らかにする必要
がある。そこで、1 年目、2 年目の結果をも
とに、中学生、高校生、大学生が衣服と着用
場面の適合性評価を行う際に抱く感情を明
らかにし、制服の着用に関わる感情について、
自己評価と他者評価を実施した。これらの結
果をもとに、最終目標である指標の構築に向
けた客観的情報の収集・分析を試みた。 
３．研究の方法 
（1）中学生・高校生・大学生の着装規範意
識と着装に関わる教育経験 
調査対象者は中学生（1年生～3 年生）369



名、高校生（1年生～3年生）67名、大学生
（1年生～4 年生）150 名の計 586 名とした。
調査は 2010 年 12月～2月に質問紙を用いた
留め置き法で実施した。 
調査内容は、以下のとおりである。 

◆場面イメージ調査 
衣服の着装について考慮が必要な 6 場面

（①結婚式、②葬式や通夜、③学校、④入学
試験や就職試験の会場、⑤百貨店やデパート、
⑥自分の家）をどのような印象でとらえてい
るのかを明らかにする。 
◆着装規範調査 
場面イメージ調査で使用した 6場面にどの

ような着装に関する暗黙のルールが存在し
ているのかを明らかにする。 
◆被服関心度調査 
生徒・学生が被服にどの程度関心をもち、

どのようなことに興味を持っているのかを
明らかにする。 
◆着装に関わる教育経験の調査 
服の着こなし方や着装する場面にふさわ

しい衣服の選び方について、これまでの教育
経験や着こなしの参考情報源を明らかにす
る。 
 
（2）中学生・高校生・大学生による衣服と
着用場面の適合性評価 
調査対象者は中学生（2年生）92名、高校

生（1 年生～3年生）150名、大学生（2 年生
～4年生）61名の計 303名とした。調査は 2011
年 12月～2月に質問紙を用いた留め置き法で
実施した。 
調査内容は、以下のとおりである。 

◆衣服デザインと場面の適合性評価 
1年目の調査で使用した 5場面（①結婚式、

②葬式や通夜、③入学試験や就職試験の会場、
④百貨店やデパート、⑤自分の家）にどのよ
うな衣服デザイン（10種類、図 1）が適合す
るかについて、評価させた。なお、昨年度用
いた「学校」については、イメージの捉え方
が属性により異なるため、省くことにした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1.適合性評価に使用した衣服デザイン 

 
◆衣服の色と場面の適合性評価 
先述した 5場面にどのような衣服の色

（PCCS色票のうち、ペールトーン、ビビット

トーン、ダークトーンの 2 番、8 番、12 番、
18 番の有彩色 12色、W、Gy5.5、Bk の無彩色
3 色の計 15色）が適合するかについて、評価
させた。 
◆衣服デザインイメージ評価 
適合性評価に用いた 10種の衣服デザイン

を呈示し、イメージを評価（11 形容語対）さ
せた。 
◆衣服の色のイメージ評価 
適合性評価に用いた衣服の色（15色）を呈

示し、イメージ（11形容語対）を評価させた。 
 
（3）中学生・高校生・大学生が衣服と着用
場面の適合性評価時に抱く感情 
調査対象者は中学生（1～3 年生）717 名、

高校生（1～2年生）80名、大学生（2年生～
4 年生）161 名の計 958名であり、2012年 9
月～10月に調査を実施した。調査内容は以下
のとおりである。 
◆場面と衣服デザインの適合性評価時に抱
く感情 
2 年目の「着装衣服と着用場面の適合性評

価」の結果をもとに、評価の偏りが尐ない「結
婚式」と「葬式や通夜」に適合もしくは不適
合と評価された衣服（計 4 種類）を呈示し、
それを見た際に抱く感情（13 項目）を 4段階
で評価させた。 
◆場面と着装衣服色の適合性評価時に抱く
感情 
先述した 2場面において、適合もしくは不

適合と評価された色（計 4色）を見た際に抱
く感情（13項目）を 4 段階で評価させた。 
◆制服の着用方法により抱く感情について 
学校や街中で制服を正しく着用している、

もしくは正しく着用していない男女（計 4種
類、図 2）を呈示し、それを見た際に抱く感
情（13項目）を 4段階で評価させた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.制服着用状態(男女生徒) 
 

◆制服の着用方法について 
回答者自身が「学校で制服を着用する場合」
と「街中で制服を着用する場合」について、
それぞれ制服の着方と着用したときの気持
ち（13項目）について回答させた。なお、大
学生には自身が高校生の時の状況について



回答させている。 
 
４．研究成果 
（1）中学生・高校生・大学生の着装規範意
識と着装に関わる教育経験について 
 場面イメージ調査の結果、中学生、高校生、
大学生ともに「学校」と「百貨店やデパート」
を類似したイメージで捉えていることが分
かった。 
着装規範の調査結果を因子分析したとこ

ろ、「自己アピールと流行」、「機能性」、「社
会性」の 3 因子が抽出された。6 場面の中で
も「学校」については、属性による相違が認
められた。中学生は学校で着装する衣服には
「機能性」や「社会性」を重視した服装がふ
さわしいと判断していたが、高校生ではその
傾向が弱まり、大学生では「機能性」をあま
り重視せず、「自己アピールと流行」を重視
した衣服がふさわしいと判断していた。被服
関心度については、属性によって回答の傾向
にやや相違がみられた。 
着装に関わる教育経験については、中学生、

高校生、大学生ともに、約半数の人が「教育
経験あり」と回答し、その多くが「両親」か
ら教わったと回答していた。「服の着こなし
方」について、何かを参考にしたことはある
かの問いに対しては「ある」の回答が半数以
上を占め、雑誌モデルや友達の着こなしを参
考にするとの回答が多かった。 
これらの結果から、着装規範意識は中学生、

高校生、大学生それぞれに「学校」の捉え方
が相違し、着装に関わる教育は家庭で行われ
ているものの十分とはいえず、モデルや周囲
の友達の着こなしを参考にして着装スキル
を習得していることが推察された。 
 
（2）中学生・高校生・大学生による衣服と
着用場面の適合性評価 
 衣服デザインと場面の適合性について、中
学生、高校生、大学生の評価結果（平均値）
を用いてコレスポンデンス分析を行い、抽出
された第 1軸と第 2軸を用いて散布図を作成
した。その結果、第 2象限に「結婚式」と「パ
ーティードレス」、「フェミニンスーツ」が配
置され、第 3象限に「葬式や通夜」、「入学試
験や就職試験の会場」と「パンツスーツ」、「タ
イトスカートスーツ」が配置された。第 1象
限と第 4 象限の中間あたりに「百貨店やデパ
ート」、「自分の家」とその他の衣服(6 種類、
主にカジュアルウェア)が配置された。これ
より、第 1 軸は「フォーマル-カジュアル」
軸、第 2 軸は「華やかさ-落ち着き」軸であ
ることが分かった。衣服の色と場面の適合性
についても同様の方法で分析をした結果、
「結婚式」の付近にペール(淡い)トーン、「葬
式や通夜」の付近に明度の低い無彩色が配置
されるなど、第 1軸は明度（明るい－暗い）

軸、第 2 軸は彩度（鮮やか-色みのない）軸
であることが明らかとなった。 
 衣服デザイン（10 種）及び衣服の色（15
色）のイメージ評価結果を用いて因子分析を
行ったところ、衣服デザインは「落ち着き」、
「親しみやすさ」、「ソフトさ」の 3因子（累
積寄与率 86.6％）、衣服の色は「大胆さ」、「マ
ニッシュ・フェミニン」、「嗜好性」の 3因子
（累積寄与率 94.5％）が抽出された。 
適合性評価と衣服のデザインイメージ、色

彩イメージ、場面イメージの関係を分析した
ところ、相関関係が認められ、衣服や場面の
イメージが適合性を規定する要因となるこ
とが確認できた。 
 
（3）中学生・高校生・大学生が衣服と着用
場面の適合性評価時に抱く感情 
 場面（結婚式、葬式と通夜）と衣服のデザ
イン（4種類）・色（4色）との適合性評価時
に抱く感情を評価させた結果、場面に適合す
る衣服は評価のばらつきが尐なく、「当たり
前、真面目、きちんとしている」などの肯定
的感情を生起させた。一方、場面に不適合な
衣服は「恥ずかしい、かっこ悪い、不愉快」
など否定的感情を生起させ、特にフォーマル
イメージの強い「葬式や通夜」では、肯定・
否定の感情起伏が明確に出現した。 
 学校・街中いずれにおいても、制服を正し
く着用している人を見た場合に「安心する、
当たり前、真面目、きちんとしている」など
の肯定的感情が生起し、正しく着用していな
い人を見た場合には「個性的」の感情が強く
現れ、かつ否定的感情も生起した。 
 学校・街中の両場面において制服を正しく
着用する人は「当たり前、真面目、きちんと
している」の感情を抱いて制服を着用し、正
しく着用しない人は「個性的、おしゃれ、安
心する、当たり前、かっこいい」の感情を抱
いて制服を着用していた。一方、学校では正
しく着用し、街中では正しく着用しない人は、
学校では「あたりまえ、真面目、きちんとし
ている」の感情を抱いて着用し、街中では「個
性的、おしゃれ、かっこいい」など制服をタ
ウンウェア化して着用していることが明ら
かとなった。 
制服を正しく着用しない人は「おしゃれ

感」を抱いて制服を着用しているが、周囲は
個性的・否定的感情を抱くため、この結果を
指標に取り入れ、教育・指導する必要性が示
唆された。 
 
（4）「衣・人・場の適合性指標」の作成 
 これまでの結果をもとに、中学生・高校生
が使用することを前提とした「衣・人・場の
適合性指標」を簡便に利用できる A4 サイズ
両面刷りの「ワークシート」を作成した。 



まず、ワークシートの表面（図 3-1）は、
中高生に身近な「制服」を通じて着装に関す
る学習ができる内容とした。「1. 制服の着用
方法について考えてみよう」では、制服を正
しく着用している男女と正しく着用してい
ない男女の計 4 名を呈示し、制服の着用方法
について、よいと思う部分に○、悪いと思う
部分には×をつけ、その理由を記して制服の
着用方法を客観的に評価する項目を設けた。
「2.あなたの制服の着方について考えてみ
よう」では、回答者自身が普段どのように制
服を着用しているのかを見つめ直す、すなわ
ち制服の着用に対する自己評価ができる内
容とした。さらに、「3. あなたの制服の着方
について他の人の意見を聞いてみよう」では、
回答者自身の制服着装状態について他者評
価を実施し、自身の着装状態に対する周囲の
反応を認識させることにした。この表面は
2012年度調査の結果をもとに作成した。 
 ワークシートの裏面（図 3-2）では、制服
の着用方法によって、他者がどのような反応
を示すかを例示し、制服の着用方法の重要性
を認識させる項目を設定した。 
 次に、制服以外の一般的な衣服の着用につ
いて考える「4. 服（デザイン・色）と着用
する場所との関係について考えよう！」では、
回答者自身が着用したいと思う服(デザイン、
色)を A～J の中から一つ選択させ、次にその
衣服をどの場面で着用したいかを選択させ
ると、衣服と場面の適合性が確認できるよう
にした。なお、衣服の選択については、衣服
デザインの特徴だけでなく、イメージを併記
し、衣服のデザインや色がどのようなイメー
ジを形成するのかについても学習できるよ
うにした。さらに、その場面にはどのような
衣服がふさわしいのか、それを着用すると周
囲はどう反応するのか、ふさわしくない衣服
を着用すると周囲はどう反応するかを掲載
した。この裏面は、3 年間の研究成果を利用
して作成している。 
このように、ワークシートの表面では、制

服を通じて着用方法の重要性を理解させる
内容を掲載し、裏面は一般的な衣服を通じて、
着用する衣服がどのようなイメージを形成
し、どのような場面に適・不適なのか、さら
には、その場面でふさわしい衣服を着用する
とどのように評価されるのか、総合的に学ぶ
ことができる内容を掲載した。 
本研究により作成した「衣・人・場の適合

性指標」であるワークシートは、全国の中高
生が利用できるよう、株式会社チクマを中心
とした服育研究会や各地の家庭科研究会を
通じて、中高生や教員の利用を促し、さらな
る改良を行う予定である。また、本研究結果
は、2011 年度～2013 年度の繊維製品消費科
学会年次大会で発表し、同学会に報文として
投稿を予定している。 

図 3-1 「衣・人・場の適合性指標」 
  ワークシート（表面） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



図 3-2 「衣・人・場の適合性指標」 
  ワークシート（裏面） 
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